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＜概要＞ 

戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)は

2014 年に創設された科学技術イノベーション

を実現するための国家プロジェクトです。社会

的に不可欠で、日本の経済・産業競争力にとっ

て重要な課題を選定し産学官連携の下で基礎

研究から実用化・事業化までの道筋を明確にし

て研究開発を推進しています。本書では2018年

からスタートしたＳＩＰ第二期 12 課題の一つ

である「光・量子を活用した Society5.0 実現化

技術」をわかりやすく解説したものとなります。 
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